
日本医史学雑誌　第 67巻第 4号（2021）　413–422

ガレノスGalen『全集Opera omnia』

坂井　建雄
順天堂大学保健医療学部

ガレノスGalen（129–216）は，古代ギリシャ・

ローマにおける最も偉大な医師である．小アジア

のペルガモンで生まれ，帝国の首都ローマに出て

活躍し，動物の詳細な解剖を行って，医学全般

（人体，病気，医薬など）にわたって多数の著作を

著した．中世からルネサンス期にガレノスは医師

の君主とみなされ，その著作は権威あるものとし

て尊敬を集めた．ガレノスの著作はギリシャ語で

書かれ，中世・ルネサンス期にラテン語に訳さ

れ，15世紀末から 17世紀にかけて『全集』が繰

り返し出版された．

ガレノスの著作

ガレノスの『全集』で標準版として広く用いら

れているのは，19世紀初頭にドイツの医師キュー

ンが編纂した全集（1821–33）1)である．キューン

版『全集』はA5判（高さ 21 cm）で全 19巻 21冊

（および索引）からなり，総頁数は 20026頁，各冊

平均 910頁である．私の所蔵本はオルムス社によ

る複製版（1997）である．ガレノスの著作が内容

にしたがって配列されており，12のカテゴリーに

分けることができる．

図 1　『ガレノス全集』キューン版（1821–33）．複製，坂井建雄蔵．
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1）医学一般：医学全般とその学習法に関するもの

『医学の勧め』，『最良の学説について』，『最良の医師は哲学者でもあること』，『初心者のために諸学派
について』，『最良の学派について』，『医術』，『経験学派の概要』，『医学の経験について』，『直接的原因
について』
2）自然学：医学理論の基礎として自然界と人体に共通する物質的基盤（元素，4基本性質，体液）

『ヒポクラテスによる元素について』2巻，『混合について』3巻，『自然の諸能力について』3巻
3）解剖学：人体の代わりとしてサルの解剖

『解剖手技』15巻 *1，『初心者のために骨について』，『静脈と動脈の解剖について』，『神経の解剖につ
いて』，『嗅覚器について』，『子宮の解剖について』，『身体諸部分の用途について』17巻，『初心者のた
めに筋の解剖について』
4）生理学：筋の運動，呼吸，発生，霊魂，脈拍など

『筋の運動について』，『呼吸の原因について』，『呼吸の有用性について』，『胚種について』2巻，『胎
児の形成について』，『自然状態において動脈に血液は含まれているか』，『我々の身体の最良の構成』，
『良い習慣について』，『霊魂の能力は身体の混合に依存すること』，『霊魂の疾患を知り治療すること』，
『霊魂の不全を知り治療すること』，『黒胆汁について』，『脈の用途について』，『ヒポクラテスとプラトン
の学説について』9巻
5）養生法：健康を保持し，完全な健康を回復する方法

『保健は医学と運動のどちらか』，『小球を使う運動』，『養生法について』6巻，『食物の諸力について』
3巻，『大麦スープについて』，『痩せる食餌について』
6）疾患学：疾患と症状の理論的な考察

『疾患の種類について』，『疾患の原因について』，『症状の種類について』，『症状の原因について』3巻，
『熱病の種類について』2巻，『疾患の経過について』，『震・動悸・痙攣・硬直について』，『麻痺状態に
ついて』，『反自然的な腫瘤について』，『不均衡な状態について』，『呼吸困難について』3巻，『疾患部位
について』6巻
7）徴候学：疾患や症状の診断に役立つ身体の変化

『初心者のために脈について』，『脈の種類について』4巻，『脈の診断について』4巻，『脈の原因につ
いて』4巻，『脈による予後について』，『発作について』3巻，『分利の日について』3巻
8）治療学：治療の方法，植物薬と瀉血

『治療法について』14巻，『グラウコン宛の治療法について』2巻，『瀉血についてエラシストラトスへ
の反論』，『瀉血についてローマのエラシストラトス派への反論』，『瀉血による治療の理論』
9）薬剤学：植物薬を中心とした単純医薬，複合医薬の調剤法

『単純医薬の混合と諸能力について』11巻，『部位による複合医薬について』10巻，『種類による複合
医薬について』7巻，『解毒剤について』2巻，『ピソ宛のテリアカについて』2巻
10）注解・反論：ヒポクラテスの著作への注解など

『ヒポクラテスの「人間の自然性について」注解』，『ヒポクラテスの「急性病の食餌法について」注
解』4巻，『ヒポクラテスの「体液について」注解』3巻，『ヒポクラテスの「予言について」注解』3巻，
『ヒポクラテスの「流行病』注解」16巻，『ヒポクラテスの「箴言」注解』7巻，『リュコスへの反論』，
『ユリアヌスへの反論』，『ヒポクラテスの「関節について」注解』4巻，『ヒポクラテスの「予後」注解』
3巻，『ヒポクラテスの「骨折について」注解』3巻，『ヒポクラテスの「診療所において」注解』3巻
11）自伝：ガレノスの生涯に関わるもの

『自著について』，『自著の順序について』，『自分の意見について』，『苦痛の回避』*2
12）偽作：ガレノスの影響を受けて書かれた著作

*1　『解剖手技』第 9巻途中以後はアラビア語訳で現存，キューン版に含まれない．
*2　『苦痛の回避』は 2005年に再発見，キューン版に含まれない．
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ガレノスの膨大な著作の中で，現存するものは

ほとんどラテン語に訳されている．近代語訳で読

むことができる重要な著作を以下に紹介する．

『医術Ars medica』は，ガレノスの医学の集大成

にあたり，晩年（ローマの大火 192年以後）に書

かれた．残された手稿数，出版数，翻訳数から見

て，最も多く読まれた著作でもある．ギリシャ語

原典と対訳になった最近の英語訳（2016）2)とフラ

ンス語訳（2018）3)で読むことができる．序論に続

いて，理論と定義（1–2節）で医学の知識を①健

康，②疾患，③中立の 3種類に区分する．徴候の

総論 （3–5節） と各論 （6–22節），原因の総論 （23– 

25節）では必然的な原因として 6つの非自然的事

物（大気，運動と休養，睡眠と覚醒，飲食物，排

出物，霊魂の擾乱）を挙げ，健康の原因（第 26–37

節）について述べる．

『自然の諸能力についてDe naturalibus facul-

tatibus』3巻は，第 2次ローマ滞在の早い時期

（169–176年）に書かれ，ガレノスの医学・生理学

の基礎となるものである．4元素と混合の理論を

発展させて，血液・黄胆汁・粘液・黒胆汁という

4種類の体液が 2組 4種類の組合せからできるこ

と，それらの過不足から病気が生じることを論じ

ている．ギリシャ語原典と英語訳の対訳（1916）4)

と日本語訳（1998）5)で読むことができる．

『身体諸部分の用途についてDe usu partium』17

巻はガレノスの解剖学の主著で，あらゆる器官に

果たすべき役割があることを述べている．第 1巻

は第 1次ローマ滞在期（162–166年） に，残りの巻

は第 2次ローマ滞在の早期（169–176） に書かれ

た．四肢（第 1–3巻），腹部の栄養の器官（第 4–5

巻），胸部の精気の器官（第 6–7巻），脳と頭部の

器官（第 8–11巻），背部（第 12–13巻），生殖器

（第 14–15巻），脈管と結語（第 16–17巻）を扱っ

ている．英語訳（1968）6)と第 1–3巻の日本語訳

（2016）7)で読むことができる．

『解剖手技De anatomicis administrationibus』15巻

は，『身体諸部分の用途』の配列に準じて解剖の方

法を述べている．第 2次ローマ滞在期（169–192

年）に書かれたが，第 12–15巻がローマの大火

（192）で失われ書き直された．第 1巻から第 9巻

の冒頭までがギリシャ語原典で現存し，残りの 

部分はアラビア語訳で伝えられている．英語訳

（1956, 1962）8,9)で読むことができる．また骨，静

脈と動脈，神経，筋の解剖についての各論的著作

を日本語訳（2011）10)で読むことができる．

『養生法についてDe sanitate tuenda』6巻は，健

康を保持する方法について論じている．第 2次

ローマ滞在の 175年以降に書かれた．理論的な考

察，養生法（過剰物の排出，マッサージ，運動，

ボディケア，入浴），疲労の種類，体液の異常に加

えて，年齢別の養生法（0–14歳，14–21歳，高齢

者） を述べている．ギリシャ語原典つきの英語訳

（2018）11)で読むことができる．

『治療法についてDe methodo medendi』14巻は，

病気を治療する方法について述べている．第 1–6

巻は 169–176年に，第 7–14巻は 190年代後半に書

かれた．第 1–2巻は理論について，第 3–6巻は連

続性の破断による疾患，第 7–12巻は 4基本性質の

不均衡による疾患と熱病，第 13–14巻は異常な腫

脹による疾患について述べる．ギリシャ語原典付

の英語訳（2011）12)で読むことができる．関連の深

い著作に疾患と症状の種類と原因についての 4著

作 6巻があり，英語訳（2006）13)がある．

『自著についてDe libris propriis』はガレノスの

生涯と著作について最重要の情報源で，晩年に書

かれた．日本語訳（1997）14)がある．

ガレノスの著作の伝承

ローマ帝国の滅亡後にもなお，エジプトのアレ

クサンドリアではガレノスの医学に基づいた教育

が行われていた．ガレノスの16点の著作を集めた

著作集が編まれて「十六書」と呼ばれ，医学教育

の教材として重視されていた．それを要約して追

加説明を加えた『アレクサンドリア集成』という

著作群が 6世紀ないしそれ以後に編まれ，アラビ

アに伝えられて医学教育にも広く用いられた．ア

ラビア語写本として伝存している．
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中東のアラビア地域では，バグダードを中心と

したアッバース朝において文化が発展した．この

頃にギリシャ語で書かれた医学書がシリア語やア

ラビア語に多数翻訳され，それらを元に臨床の知

見も加えて新たな著作が数多く編まれた．

フナイン・ブン・イスハーク （ラテン名：ヨハ

ニティウス；809–873）は，アッバース朝の時代の

ネストリウス派のキリスト教徒で，息子や甥など

の協力者とともにギリシャ語の著作を，キリスト

教徒のためにはシリア語に，イスラム教徒のため

にはアラビア語に翻訳した．ガレノスの著作につ

いては医学一般，自然学，解剖学，生理学，疾患

学，徴候学，治療学の重要な著作が含まれている．

とくに『解剖手技』15巻のうち第 9巻の後半以降

の部分はギリシャ語原典が失われて，フナインら

によるアラビア語訳からその内容を知ることがで

きる．またフナインは『アレクサンドリア集成』

をもとにして医学教育の入門書として『医学問答

集』を執筆し，甥のフバイシュの追補により全 10

章として完成された．アラビア語圏で医学の入門

書として広く用いられた．

11世紀から南イタリアでコンスタンティヌス・

アフリカヌス （?–1098/99）が，また 12世紀からス

ペインのトレドでクレモナのゲラルドゥス（1114–

1187）が，ギリシャ・ローマの医学書をアラビア

語からつぎつぎとラテン語に翻訳してヨーロッパ

に紹介した．ガレノスの著作では，『医術』，『混

合』，『治療の方法』が訳された．南イタリアのサ

レルノ医学校で，11世紀末までに医学教材集『ア

ルティチェラArticella』が成立したが，ガレノス

の『医術』はその中核となる 7編の文書に含まれ，

その後のヨーロッパの大学医学部でも広く読まれ

た．ガレノスの『身体諸部分の用途について』17

巻では，前半部分に対応する『器官の用途』10巻

が不完全なアラビア語訳から 12世紀にラテン語に

訳された．14世紀初頭にはニコロ・ダ・レッジョ 

（c 1280–c 1350） によるギリシャ語原典からの訳が

現れて置き換えられた．

その後に古代ギリシャ・ローマの医学書は，ギ

リシャ語からラテン語に翻訳されるようになっ

た．その最初期の翻訳者として著名なのはピサの

ブルグンディオ（1110–1194）で，ガレノスの『諸

学派について』，『養生法について』6巻，『熱病 

の差異について』，『脈の差異について』を訳して

いる．ニコロ・ダ・レッジョ （c 1280–c 1350） は

1308～ 1345年にかけて多数の医学書を翻訳した．

ヒポクラテスの『箴言』，『予後』，『急性病患者の

摂生法』を訳し，またガレノスの著作のうち医学

一般に関するものでは『初心者のために諸学派に

ついて』，『最良の学派について』，『経験学派の概

要』，『直接的原因について』，解剖学では『子宮の

解剖について』，生理学では『身体諸部分の用途に

『アレクサンドリア集成』に含まれるガレノスの著作

①『学派について初心者のために』

②『医術』

③『脈拍について初心者のために』

④『グラウコンへの治療法について』

⑤『ヒポクラテスによる元素について』

⑥『自然の能力について』

⑦『混合について』

⑧『骨について初心者のために』，『筋の解剖につ

いて初心者のために』，『神経の解剖について』，

『静脈と動脈の解剖について』

⑨『熱病の差異について』

⑩『分利について』

⑪『疾患の種類について』，『疾患の原因につい

て』，『症状の種類について』，『症状の原因につ

いて』

⑫『疾患部位について』

⑬『脈拍の種類について』，『脈拍の診断につい

て』，『脈拍の原因について』，『脈拍の予後につ

いて』

⑭『分利の日について』

⑮『治療法について』

⑯『養生法について』
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ついて』17巻，『呼吸の原因について』，『呼吸の

役割について』，『胚種について』2巻，『我々の身

体の最良の構成』，『良好な体調』，『霊魂の能力は

身体の混合に依存すること』，養生法では『痩せる

食餌について』，疾患学では『反自然的な腫瘤につ

いて』，『呼吸困難について』，治療学では『グラウ

コン宛の治療法について』，『瀉血による治療法』，

『部位による複合医薬について』10巻，など多岐

にわたっている．

15世紀後半に印刷技術によって書物が印刷・

出版できるようになると，医師や人文学者たちに

よってギリシャ語原典が精力的に探求され，新た

なラテン語訳や古い翻訳の改善が行われた．イタ

リアのレオニチェノ（1428–1524）は，ガレノスの

『医術』，『自然の能力について』，『ヒポクラテスの

「箴言」注解』，『ヒポクラテスによる元素につい

て』，『筋の運動について』，『グラウコン宛の治療

法について』等を訳している．オランダのエラス

ムス（1467–1536）は高名な人文学者で，ガレノス

の医学書では『最良の教えについて』，『医学のす

すめ』，『最良の医師は哲学者でもあること』を訳

している．イギリスの医師リナクル（1460–1524）

は，『自然の能力について』，『混合について』，『不

規則で悪い混合』，『養生法について』，『症状の原

因について』，『症状の相違について』，『治療の 

方法』などを訳している．ドイツの医師フックス

（1501–1566）はチュービンゲン大学の教授で，『疾

患の原因について』，『疾患の差異について』，『症

状の原因について』，『症状の差異について』，『熱

病の差異について』，『瀉血による治療法』，『分利

について』などを訳している．ドイツのアンデル

ナハ出身のギュンター（1505–1574） はパリの医 

学部で医学の教授を務め，とくに解剖生理学に関

する『解剖手技』，『ヒポクラテスとプラトンの教

説』，『自然状態において動脈に血液は含まれてい

るか』などが著名で，医学一般に関する『最良の

学派について』，病気に関する『分利の日につい

て』，『不自然な腫脹について』，医薬に関する『一

般的な複合医薬』，『場所による複合医薬』，『解毒

剤について』など多数の著作を訳している．

ガレノス全集の出版

ヨーロッパの大学で医師の教育に用いられる教

材は，15世紀末から印刷・出版されて広く用いら

れるようになった．サレルノ医学校で編まれた教

材集の『アルティチェラ』と，アヴィケンナの『医

学典範』のラテン語訳は，1470年代から繰り返し

出版された．古代ギリシャ・ローマの医学書も，

ラテン語に訳されて出版されるようになった．ガ

レノスの医学書のラテン語訳は個別の著作とし

て，数編を含んだ著作集として，あるいは『アル

ティチェラ』 の一部として，1473年から1599年ま

での間に少なくとも 611編が出版されている15)．

ガレノスの著作を網羅した全集は，これまで 25

回出版されている．そのうちギリシャ語原典とし

ては 3回出版されており，1525年のアルドゥス版

はその後のガレノス著作の研究が発展する契機と

なった．ラテン語訳の全集は1490年にヴェネツィ

アで 2巻本として初めて出され，1533年まで 7回

出版された．1541–2年のジウンタ版はその当時に

得られる最善の原典をもとに新たなラテン語訳を

含めてガレノス全集を大きく拡張し，この新しい

水準で 1563年まで 9回出版された．その後 1565

年から1625年までヴェネツィアのジウンタが7巻

と補遺を加えた全集を6回出版している．1821–33

年に出版されたキューン版は，ギリシャ語原典と

ラテン語訳が併記されてガレノス著作集の標準的

な版としてよく用いられている．
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私の所蔵本はラテン語訳のガレノス全集で，

ヴェネツィアのジウンタから 1625年に出版され

た16)．ベージュ色のベラム（子牛皮紙）で装丁さ

れたフォリオ判（高さ36 cm）で大型の5巻本であ

る．最初の 3巻は本文 7群を収録し，第 1巻（第

1群：341葉，第 2群：109葉），第 2巻（第 3群：

266葉，第 4群：220葉），第 3巻（第 5群：277葉，

第 6群：21葉，第 7群：322葉）である．第 4巻

には補遺（ガレノスの伝記，各著作の要約），著作

断片（16編，44葉），入門編（15編，72葉），偽

書（35編，126葉），番外編（4著作，79葉）を含

む．第 5巻は索引（548葉）である．各群の内容

は以下の通りである．

・第 1群：自然学，解剖学，生理学に関する 27著

作，『混合について』3巻，『解剖手技』9巻（15

巻中），『身体諸部分の用途』17巻，『ヒポクラ

テスとプラトンの学説』9巻，『自然の諸能力に

ついて』3巻を含む．

・第 2群：養生法に関する 12著作，『食物の諸力

について』3巻，『養生法について』6巻を含む．

・第 3群：疾患と症状に関する 18著作，『疾患の

種類について』，『疾患の原因について』，『症状

の醜類について』，『症状の原因について』3巻，

『熱病の種類について』2巻，『呼吸困難につい

て』3巻を含む．

・第 4群：診断と徴候に関する 13著作，『疾患部

位について』6巻，『脈の種類について』4巻，

『脈の診断について』4巻，『脈の原因について』

4巻，『脈の予後について』3巻，『分利につい

て』3巻，『分利の日について』3巻，『ヒポクラ

出版年 出版地 出版社 判型 冊数

1473 Strasbourg Adolf Rusch fol 5

1473 Milan per P. de Lavagnia fol 3 (in 2)

1476 Padua impr. Joannis Herbort fol 1

1479 Padua Johannes Herbort, de Seligenstadt fol 1

1482–83 Venice Petrus Maufer, Nicolaus de Contugo et Socii fol 1

1486 Venice Petrus Maufer et Socii 4to 1

1489–90 Venice per D. Bertochum fol 2

1490 Venice Octavianus Scotus fol 1

1495 Venice Baptista de Tortis fol 1

1500 Venice Impressum per Simonem Papiensem dictum Bivilaquam 4to 1

1505 Venice Impressus mandato & impensis heredum Octaviani Scoti 4to 1

1507 Venice Paganinus de Paganinis 4to 1

1510–12 Pavia Jacob de Burgofranco fol 1

1520–22 Venice Cura heredum Octaviani Scoti fol 4

1522 Lyon opera Jacobi Myt 4to 1

1527 Venice In edibus Luce Antonii Junta fol 1

1544 Venice Apud Juntas fol 1

1555 Venice Apud Juntas fol 1

1556 Basel Per Joannes Hervagios fol 1

1562 Venice Apud Juntas fol 1

1564 Venice Apud Vincentium Valgrisium fol 2

1582 Venice Apud Juntas fol 1

1595 Venice Apud Juntas fol 2 (+1)

1608 Venice Apud Juntas fol 2 (+1)
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テスの「予後」注解』3巻を含む．

・第 5群：医薬に関する 9著作，『単純医薬の混合

と諸能力について』11巻，『解毒剤について』2

巻，『部位による複合医薬について』10巻，『種

類による複合医薬について』7巻を含む．

・第 6群：瀉血に関する 5著作．

・第 7群：治療法に関する 17著作，『治療法につ

いて』14巻，『グラウコン宛の治療法について』

2巻，『ヒポクラテスの「急性病の食餌法につい

て」注解』4巻，『ヒポクラテスの「診療所にお

いて」注解』3巻，『ヒポクラテスの「骨折につ

いて」注解』3巻，『ヒポクラテスの「関節につ

いて」注解』4巻を含む．

図 2　『ガレノス全集』（1625）．坂井建雄蔵．

図 3　『ガレノス全集』（1625），扉．坂井建雄蔵．



420 日本医史学雑誌　第 67巻第 4号（2021）

ガレノスの生涯

ガレノスについては，石碑や墓碑など同時代の

資料で言及がなく，生涯について語られた古代の

文書もなく，ガレノス自身の著作に含まれる伝 

記的な記述から再構成されてきた．『自著につい

て』，『自著の順序について』などの他に，2005年

に再発見された『苦痛の回避』が有力な資料と

なって，新しい伝記が英語で書かれ，日本語訳で

読むことができる17)．

ガレノスは，129年に小アジア西北部のペルガ

モン （現在のトルコのベルガマ）に建築家ニコン

の一人息子として生まれた．幼少時から裕福なエ

リートとしてギリシャ語の教育を受け，父親から

数学と幾何学を学んだ．14歳の頃からストア派 

とプラトン派の哲学を学んだ．17歳の頃，父親が

夢で見た神のお告げにより，医学をサテュルスに

学ぶようになった．しかし19歳の頃に父親が亡く

なり，20歳の頃からペルガモンを離れて，スミュ

ルナでペロプスに，コリントスでヌミシアヌスに

学び，さらに 2年間ほどアレクサンドリアで解剖

学とヒポクラテス文書について専門家から学ん

だ．28歳の頃にペルガモンに帰り，4年間ほど剣

闘士の医師を務めた．32歳の頃にペルガモンを離

れ，おそらくリュキア （現在のトルコ南部），シリ

ア， キプロスなどを数ヶ月旅行し， ローマに到着

した．

ローマでは 4年間にわたって公開での討論と動

物解剖示説を行い，自然学と解剖学などについて

いくつか著作を著した（第 1次ローマ滞在，162–

166）．しかし 37歳の頃にローマを疫病が襲い，ガ

レノスはペルガモンに帰郷した．しかしその 2年

後にマルクス・アウレリウス帝に呼ばれてドイツ

遠征軍に加わったが，翌年に軍役を解かれてロー

マに戻り，皇子のコンモドゥスの侍医となった．

ガレノスはその後ローマに滞在し（第 2次ロー

マ滞在，169～），もはや公開での討論や解剖示説

をやめて多数の著作を行い，また皇帝を含めロー

マのエリートたちから庇護を受けるようになっ

た．192年のローマの大火では，平和の神殿に保

図 4　『ガレノス全集』（1625），第 1巻の目次と第 1頁『ヒポクラテスによる元素について』冒頭．坂井建雄蔵．
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管してあった著作が焼失するという不運に見舞わ

れたが，長命で晩年まで著述を行ったと考えら 

れる．

ガレノスの影響と名声

ガレノスの著作は，その後の医学に圧倒的な影

響を及ぼした．18世紀に至るまでの西洋伝統医学

では，ガレノスの医学は権威として君臨し，その

著作から学ぶことが医学の教育であり研究であり

続けた．権威に対する厳しい批判もしばしば巻き

起こった．このようにガレノスの医学は18世紀ま

での西洋医学そのものであり続けたが，人物とし

てのガレノスが注目されることは驚くほどに少な

かった．医史学者テムキンはこういった状況に気

づいてガレノスの後世への影響を研究し，『ガレ

ニズム』（1973）18)を著している．

12世紀以後にガレノスの医学文書がつぎつぎ

とラテン語に翻訳され，ラテン語訳のガレノス全

集が 1490年から繰り返し出版され，1625年まで

22版が確認できる．ガレノス全集のギリシャ語原

典版は 1525年と 1538年に出版された．18世紀ま

での西洋伝統医学において医学の教育・研究の中

心は，ガレノスの医学文書を解釈して診断・治療

に役立てることであった．19世紀初頭にギリシャ

語とラテン語対訳のキューン版全集が出版された

のも， 医療に役立てることが目的であった （Nutton, 

2002）19)．ここまでガレノスとその医学は，その時

代の医学に役立つ同時代的な存在であり，医史学

研究の対象となる歴史上の存在ではなかった．

ガレノスの医学文書の医史学的な研究と近代語

訳は，ダランベールによるフランス語訳（1854–

56）20)から始まる．『身体諸部分の用途について』

17巻，『自然の諸能力について』3巻，『疾患部位』

6巻，『グラウコンによる治療法』2巻などが含ま

れている．20世紀に入って重要ないくつかの著作

の近代語訳，『自然の諸能力について』の英語訳

（1916），『解剖手技』の前半の英語訳（1956）と後

半の英語訳（1962），『諸部分の用途について』の

英語訳（1968）などが登場した．20世紀末に英語

訳によるガレノス著作選集（1997）21)が出た頃か

らガレノスの医学書の研究が急速に進展した．ガ

レノスの重要な著作について近代語訳がいくつも

出されるようになり，ギリシャ語校訂版との対訳

版が 2011年以降にロエブの古典叢書から，2000

年以降にフランス大学叢書から次々と出版されて

いる．

このようにガレノスの医学の内容が明らかに

なってくるとともに，18世紀以前の西洋伝統医学

に及ぼしたガレノスの影響も明らかにされてきた．

・ガレノスの医学を集大成したアヴィケンナの

『医学典範』は，ルネサンス期のイタリアの大学

で広く用いられた（Siraisi, 1987）22)．

・サレルノ医学校ではヒポクラテスやガレノスの

文書を含む『アルティチェラ』が編まれて 16世

紀まで医学教材集としてよく用いられ（坂井， 

2015）23)，ガリオポントゥスは伝存するガレノ

スの医学文書をもとに最初の医学実地書『受難

録』を編んだ（Glaze, 2005）24)．

・医学実地書は内容（ガレノスの医学文書に依拠

する）と構成（部位別の疾患を頭から足へ，全

身性の熱病）を保持しながら18世紀まで多くの

著者により編まれ続け（坂井， 2015）25)，18世紀

後半にはソヴァージュの創案した疾病分類学に

再編成された（坂井， 2010）26)．

・大学で教えられる医学は 14世紀頃から理論と

実地に分離した（Siraisi, 2001）27)．医学理論書の

嚆矢となるフェルネルの『医学』（1554，改題し

て『普遍医学』）の内容はガレノスの自然学に依

拠しており （Forrester, 2003）28)，ゼンネルトの

『医学教程 5書』（1611）などその後の医学理論

書はその内容を引き継いで 5部門に分かれてい

た（坂井， 2013）29)．

・18世紀以前にヨーロッパの大学では，医学が 4

教科に分けて教えられていた（坂井， 2019）30)．

①医学理論は 5つの部門に分かれ（I．生理学，

II．病理学，III．徴候学，IV．健康学，V．治療

学），ガレノスの理論を基礎として教えていた．

②医学実地は局所性の疾患（頭から足まで順

に）と全身性の熱病を扱い，ガレノスの著作に

基づいて診断・治療を教えていた．③解剖学／

外科学はガレノスの解剖学から出発して，16世

紀のヴェサリウスから人体を研究対象とするよ
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うになった．④植物学／薬剤学はディオスコリ

デスの薬草誌とガレノスの医薬書から出発し

て，植物園での栽培や実用的な薬局方が作成さ

れた．

19世紀に入ると医学の構造と内容は大きく変化

して，人体と病気について科学的探究を行う諸学

科が生まれて基礎医学を形成し，病気の治療を行

う臨床医学も諸診療科に分化した（坂井， 2019）31)．

こうして西洋近代医学が誕生するまで，ガレノス

の医学は西洋医学の教育・研究の中心であり続け

たのである．
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